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【自己紹介～「予防法務型労働弁護士」】

 依頼者は、使用者（企業、団体、自治体等）

日系・外資系、大企業・中小企業、業種も様々

 人事労務

＝ “人”が働くことに関すること、全て

 早い段階から依頼者に寄り添って、
継続して解決までお付き合いする
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 紛争処理から紛争予防へ

さらに

“戦わずして勝つ”から“戦わずして負けない”へ

 “相棒” / “参謀”として伴走する

 行動の選択によって、“新しい土俵”を作り出す

 法律にとらわれずに、人の心を動かす

 他領域の専門家と信頼関係を築き、協働する
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【新しい支援の形】

Ⓒ小島健一 3



 改正労働施策総合推進法（通称「パワハラ防止法」）により、2020年6月から、

大企業にパワハラ防止措置を義務づけ

 中小事業主にも、2022年4月から義務づけ （それまでは努力義務だった）

 “パワハラ防止指針”（厚生労働省）

 国家公務員については、人事院規則１０－１６
（パワー・ハラスメントの防止等）

 以前から、判例で、使用者には“職場環境調整義務”がある
とされ、損害賠償責任が問われている
⇒ 過労自殺の背後にパワハラあり （例えば、「第２の電通事件」（2015年12月発生））

 精神障害の労災認定基準における出来事の類型に、
2020年から「パワー・ハラスメント」が加えられた
⇒ パワハラを理由とする労災の申請と認定がともに急増

【パワハラ対策の完全義務化】
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【ロードマップを示します】

 （準備） ＝決意とルールを示す＝

 パワハラのない職場づくり宣言

 相談窓口を設置して周知

 パワハラ禁止・処分を就業規則化

 パワハラへの理解を深める研修

 （運用） ＝相談体制を機能させる＝

 相談窓口での適切な聴取と事実調査

 当事者へのケアと助言

 良好なコミュニケーションの研修

 （再発防止） ＝成長へつなげる＝

 行為者への懲戒処分と改善支援

 好事例の経験の共有

 効果的な指導・育成のための研修
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【信長パワハラDVD】
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【劇中ワード解説】

 パワハラBOMB
 本編では、パワハラを受ける人物たちに
「心の爆弾」を表示します。

 爆発に至る導火線の長さは、人それぞれ

 同じ言葉をかけても、受け取り方は人によって違うから

 ハート・ラング

 パワハラとは対極な、相手に対する思いやりから生まれる
スマートな指導や言動のこと

 イグ・ラング （ig＝不名誉な（ignoble））

 パワハラとまでは言えないが、意図的・無意識に関係なく
相手に不信感や嫌なストレスを与える言動のこと

※「ハート・ラング」「イグ・ラング」は(株)鳥飼コンサルティンググループの登録商標
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【くのいち弁護士（壇蜜）の名セリフ】

 「無知は罪よ」

 「忍法と民法でお助け／解決」

 「時間逆戻しの術」

 「あきらめるな～！」
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キックオフ研修の特徴
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【グレーゾーンこそ重要】

「パワハラ」とは、
①優位性を背景に、
②業務の適正な範囲を超えて
③精神的・身体的苦痛を与え、
又は職場環境を悪化させること

 業務上の必要な指示や注意・指導にたとえ苦痛を感じたとしても、
目的と方法が業務として適正なら該当しない。

とは言うものの…、

 同じ言動でも、
自分との関係性（相互理解の程度など）や
相手側の事情（立場（派遣社員）、経験（新人）、
世代（叱られ慣れ）、性格（生真面目、不器用）、
健康状態（メンタル不調）などに応じて、判断は異なり得る
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【上司の苦悩】

 たとえ部下を指導するためであっても、

＋ 不信感 ・ 嫌悪感⇒攻撃的 ・ 威圧的 で、パワハラに…

☜ 実はこれ、恐怖感と 被害意識から生まれている

 上司に必要なことは、まず、

他人の個性と価値観は様々なことを知る。

さらに、自分の個性と価値観もユニークなことに気づく

それらを前提として初めて、次のようなことができるようになる

 自分の感情をコントロールする

 丁寧に話を聞く

 具体的に指導する

 進歩・成長を認める
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【パワーをつかいこなす】

 自分の言動を

かえりみる力

 相手の受け止め方を

おもんぱかる力

 自らの思いを伝え、
相手の思いを受け止める

「対話」の力
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ご清聴、ありがとうございました。
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ご注文はこちらへ☞ (株)鳥飼コンサルティンググループ https://tcg-nobunaga.com/


